
【 定 員 】 会場100名，オンライン500名 申込時にご選択下さい（先着順・要事前申込）
【申込方法】 参加希望の方は，下記URL ，Facebookもしくは二次元コードより

ホームページにアクセスしてお申込ください．
ホームページURL：http://www.ise.kuciv.kyoto-u.ac.jp/lab/
Facebook：京都大学 災害リスクマネジメント工学-JR西日本-講座

【申込締切】 2023年６月30日(金)
【問合せ先】 京都大学災害リスクマネジメント工学(JR西日本)講座

ＴＥＬ：075-383-3114(平日 9時～17時) ＦＡＸ:075-383-3410
メール：info@ise.kuciv.kyoto-u.ac.jp
※参加申込時にいただいた個人情報は，当市民防災講座の運営及び当講座からのお知らせ以外の目的には使用しません．

主催：京都大学大学院 工学研究科 社会基盤工学専攻
災害リスクマネジメント工学(JR西日本)講座

後援：和歌山県/和歌山市/公益社団法人地盤工学会関西支部/テレビ和歌山
協賛：西日本旅客鉄道株式会社

地震災害に備える
市民防災講座

【日 時】 2023年 7 月 5 日(水) 13:00～15:30
【形 式】 会場・オンライン(Zoomウェビナー)
【会 場】

京都大学
第29回

主催者挨拶 13:00-13:05
京都大学大学院工学研究科 教授 太田 直之

講 演 13:05-15:30
〇講演Ⅰ 13:05-

和歌山で想定される地震災害と災害の軽減に向けた取り組み
京都大学防災研究所 地震防災研究部門 耐震基礎研究分野 教授 後藤 浩之

〇講演Ⅱ 13:40-
防災の日常化と日常の防災化
関西大学 社会安全学部 安全マネジメント学科 准教授 城下 英行

<休憩>
〇講演Ⅲ 14:30-

和歌山県の防災・減災対策
和歌山県 総務部 危機管理局 防災企画課 課長 藤戸 恵介

〇講演Ⅳ      15:00-
JR西日本の地震災害に対する取り組み
西日本旅客鉄道株式会社 理事 鉄道本部 施設部長 瀬川 律文

※講演者および内容は変更になる場合があります．

※携帯電話のご利用マナーに
ご協力ください．

参加無料

2016年熊本地震の被災地
（写真提供：京都大学後藤教授）

ホテルグランヴィア和歌山 ６階【ル・グラン】
JR和歌山駅中央口から徒歩２分

小学生による津波ARの開発
（写真提供：関西大学城下准教授）

－災害リスクを考える－
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京都大学 防災研究所
地震防災研究部門 耐震基礎研究分野

教授 後藤 浩之

防災対策を進めることを目的とした情報提供や防災教育
が各地で実施されています．しかしながら，防災対策の実
施状況は低調という状況が続いています．防災対策が進ま
ない理由は何でしょうか．本講演では日常生活と防災の関
係に注目して，日常生活と防災を近づける意義とその方法
について考えたいと思います．

●防災の日常化と日常の防災化
関西大学 社会安全学部 安全マネジメント学科

准教授 城下 英行

参加事前登録
ホームページURL

http://www.ise.kuci
v.kyoto-u.ac.jp/lab/

受付完了メール
参加事前登録後

3日以上経過しても
受付完了メールが
届かない場合は
【問合せ先】まで
ご連絡ください

７/３(月)
参加用URLと詳細を

ご登録メールアドレスに
お送りします

講座当日
開始時刻までに

ご案内メール記載の
URLよりご参加ください

申し込み後の流れ

《ご注意事項》
※オンラインの場合は，「Zoom」ビデオウェビナー（ウェブセミナー形式）でのご参加となります．
※ご参加には「Zoom Cloud Meetings」無料アプリを最新バージョンでインストール済みの端末が必要となります．
※ブラウザの種類やバージョンによって機能が制限される場合がありますので,アプリのインストールを推奨しております．
※インターネット接続料および通信料はご負担いただきます．予めご了承ください．

※携帯電話のご利用マナーに協力ください．

●和歌山で想定される地震災害と災害の
軽減に向けた取り組み

●和歌山県の防災・減災対策
和歌山県 総務部 危機管理局 防災企画課

課長 藤戸 恵介

JR西日本では近年の激甚化，高頻度化する自然災害に
備えるため，様々なハード対策やソフト対策を実施して
います．今回は，今後想定される南海トラフ巨大地震や
津波からお客様の安全を確保するための取組みについて
紹介します．本講演を通じ，鉄道の防災・減災の取り組
みに対するご理解を深めていただければ幸いです．

西日本旅客鉄道株式会社 理事 鉄道本部
施設部長 瀬川 律文

●JR西日本の地震災害に対する取り組み

オンライン
参加

会場参加
講座当日

開始時刻までに会場へご来場ください

これまで約９０年～１５０年周期で繰り返し和歌山県に
被害をもたらした南海トラフを震源とする地震が，今後３
０年以内に７０％～８０％の確率で発生するとされており，
その対策は急務です．今回は，過去の災害の教訓も踏まえ，
「災害による犠牲者ゼロ」を目指して進めている本県の防
災・減災対策について紹介します．

会場のご案内

ホテルグランヴィア和歌山
６階 大宴会場【ル・グラン】

〒640-8342 和歌山県和歌山市友田町5丁目18番地
JR和歌山駅中央口から徒歩２分

今年２月，甚大な地震災害がトルコで発生しました．こ
のような地震災害は和歌山でも想定されているのでしょう
か？プレート境界で発生する地震や，内陸の活断層で発生
する地震等が，将来和歌山で懸念される地震ですが，これ
による災害はどのようなものと考えられているのでしょう
か？想定される災害をイメージしながら，災害の軽減に向
けた取り組みについて多様な視点で考えてみましょう．
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http://www.ise.kuciv.kyoto-u.ac.jp/lab/
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